
a コシアキトンボ （6/16）

腹の上部が白く空いているように見えること

からこの名前がついたようです。

b ベニヘリテントウ （6/11）

微毛が生えツヤが無く、黒色で上翅の縁が赤

いテントウムシです。

c ビロードハマキ（6/11）

上翅を奇麗なビーズでちりばめたようなオレ

ンジ色の大きなハマキガです。

d ヤツメカミキリ（6/11）

体表は黄緑色で黒色の斑紋が規則的に並んで
いる奇麗なカミキリムシです。
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ゲリラ豪雨でイベントの決行判断に頭を悩ませました。時折晴れた日に田んぼの畦で上を見あげると、
青空に映えたネムノキが…

昆虫：山村靖男

【植物】

ノカンゾウ
(６/28）

【その他】
ナマズ (６/1６ 御手洗池）

御手洗池で約３年ぶりに捕獲

されました。全長約50cm。

前号の「おまけ」の答え
シャチホコガの幼虫です。危険を感
じるとシャチホコポーズをとります。

アオダイショウ (６/29 御手洗池）

御手洗池の島でカルガモの卵を

飲み込もうとしていましたが大

きすぎたようで、飲み込めず。

カワセミ (６/27 御手洗池）

若い2羽が飛びまわってい

ました。大原みねみち公

園で巣立ったうちの2羽か

もしれません。

ネムノキ

(6/26）

オカトラノオ
(６/28）

田んぼとネムノキ（6/26）

じょうし
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【6月のイベントレポート】

日時 活動 内容 対象

7/20（土）28（日）
10:00～12:30

保全 間伐、ササ刈りほか 〈荒天中止〉
おとな

小学生は親子

7/27（土）
9:30～11:00

昆虫探偵団
（全６回）

③ バナナトラップ <雨天延期>
樹液を舐めに来る昆虫を観察します

登録参加者
＊小学3年生～

8/3（土）
9:30～11:00

ザリガニつりと観察会
ザリガニを釣って捕まえて観察します

<荒天中止>

4歳以上
小学2年生以下は
保護者同伴

8/24（土）
9:30～11:00

昆虫探偵団
（全６回）

④ セミの抜け殻 <雨天延期>
セミの抜け殻を観察して種類を同定します

登録参加者＋α
＊数名追加で募集
します

7/21，8/4・18（日）
13:00～16:00

めざせ！
ザリガニマスター

ザリガニの引き取り数に応じて
級カードを進呈（第1・３日曜のみ） だれでも

4～9月
（春夏シーズン） フォトコンクール

近隣高校の写真部等の生徒が生態園で
写真撮影を行います（10月に表彰予定）。

近隣の
高校生徒

【７・８月のイベント】

【事務局から】
○近年、屋外のイベントの最中に熱中症で救急搬送される人が増えております。ご来園の際は、水
分を十分にご用意ください。また、夏は蚊が多いため、蚊対策もお願いいたします。携帯用蚊取
り線香がおすすめです。白っぽい服装は、蚊と蜂の両方への対策につながるそうです。
○19年度の会費をまだお支払いされていない方は、ご納入をお願い申し上げます。 赤木光子

写真：中村昌弘

詳細やお申込みはwebで♪

昆虫探偵団

自己紹介後、虫探
しのコツを教わり
ました。人気のコ
クワガタやオニヤ
ンマのヤゴからマ
イナーなカメムシ
の仲間まで、様々
な昆虫が見つかり
ました。

ヤゴ救出大作戦(6/8)

〇３０ぴき救出できてよかった。
この活動はつづいたほうがい
いと思った（10歳）。

◇こんなに身近にたくさんのヤ
ゴがいてビックリしました

◇ヤゴをはじめて見て小さくて
かわいかったです。

トラップに掛かっ
た昆虫（地面の有
機物を分解するも
の）を観察しまし
た。今回見られた
昆虫はシデムシ類
2種のみでしたが、
今後もこの調査を
続ける予定です。

〇 : 子ども感想 ◇ : 保護者感想

ミッションコンプリート！
清掃のための水抜きをする前の茅ヶ崎公園プールでヤゴを救い出し、田んぼに放流しました。

救出中（茅ケ崎公園プール）

「
無
事
に
羽
化
し
て
ね
！
」

（
田
ん
ぼ
）

オリエンテーション（6/16） ベイトトラップ（6/22）

「葉っぱの裏もよ～く探してみよう」
「この虫たちのおかげで地
面がゴミだらけにならない
んだよ」

羽化したばか
りのトンボにも
出会えました！

結成！捜索活動開始！

＊8月は保全はおやすみです。 ＊＊「昔ながらの米づくり」では8月下旬に稲の花の観察を行います（各自自由に）。


